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私たちの暮 らしに役立てるため、た くさんの園芸植物が海外か ら導入されてきたが、その中には逸

出 ・拡散 して生態系に様々な危害を加 えているもの も少なからず出てきている。 ワイル ドフラワーの

ように、現在はあまり使われなくなって もあちこちに痕跡を残す ものもあれば、ハーブ類の中には全

く想像 も付かなかった危険性を持 った ものが見つかるなど、対象や特性が幅広いのが特徴である。導

入に当たっての リスク管理はまだ始 まったばか りであり、情報 も不足 しているけれ ども、分かる範囲

で情報を公開 してい くこと、身近なところから可能な取 り組みを始めてい くことが大切である。

蟹 はじめに
私が大学 を卒業 した ころは、オ イル シ ョックの

狭 間で就職 口 もあま りな く、 「園芸 フ リー ター」の

ような生活 をしなが ら北海道 に残 っていた。 その

後職業 を転々 としなが ら、園芸や造園だ けで な く、

法面緑化、植生復元、植 生管理 な ど様々 な角度か

ら植物 に関係 する仕事 に関わ ることになった。 そ

のおか げもあ り、その間 に付 き合 って きた植物 は、

高山植物 か ら海岸 までの北海道 に自生 している植

物だ けでな く、一般 の園芸植物や室内園芸 で扱わ

れ ている熱帯性植物 まで極 めて多岐 にわた ること

になった。 このため、 どこの現場で どんな植物 に

出会 って も、 あ ま り驚 かず に対 応 で き る こ とに

なったよ うな気がす るが、そんな経験か ら私の と

ころに原稿依頼がや って きたのであろ うか。

園芸植物 は、私た ちの生活 に供 するた めに栽培

されて きた植物 と理解 され、これ らは大 き く果樹、
か き

疏菜(野 菜)、 花卉 の三つ に区分 される。 ここで は

その中の主 として花卉類が登場 して くることにな

るが、 この世界 もや は りボーダー レスにな りつつ

あ り、 その区分 は決 して明確 な もので はな くなっ

て きている。

か つては私たち に役 に立 つ もの、 うるおい を与

えて くれ る もの といわれていた園芸植物 の うちの

い くつか は、栽培 管理 されている ところか ら逸 出

して しまい、本来の用途 を顧 み られる ことな く、

単 なる帰化植物 として北海道の生態系のあち こち

に定着 してい るものが ある。

これ らは決 してひっそ りと生 きてい るのではな

く、 あち こちで問題 を引 き起 こしてい るものが少

な くない。2004(平 成16)年 に公布 された 「特定

外来生物 による生態系等に係 る被害 の防止 に関す

る法律」(通 称 「外来生物法」)に よって、い くつ

かが特定外来生物 に指定 され るに至 って、単な る

「帰化植物」か ら 「外来生物」に昇格(?)し た感

もあ り、昔 には考 え も及 ぼなかった問題 を意識 し

なければな らな くなっている。

そのような園芸植物 の特性 を確認 しつつ、 これ

まで関わ って きた様々 な現場の こ とを反省 の念 を

持 って振 り返 りなが ら、問題点 を浮 き彫 りに して

みたい。

躍 北海道と園芸植物
北海道で園芸植物が栽培 されるようになったの

は、西南部の松前藩の区域 を除いて、明治の初めに

開拓使が置かれて以降のことであると考えられる。

その時期の北海道は、開拓使や札幌農学校の存在

によって、直接外国か らの植物導入が行われるこ

とになったために、わが国で も最も早 くから外来

植物の侵入 ・定着が始 まっていた可能性が高い。

セイヨウタンポポが最初に認識されたのは、牧

野富太郎によって1904(明 治34)年 に札幌で採取
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された もの とされているが、 もともとは1876(明

治9)年 に開校 された札幌農学校 で、 クラークの

代わ りに着任 し、農学 の教鞭 を執 っていたウ ィリ

アム ・ペ ン ・ブル ックスが、様 々な野菜 とともに

アメ リカか らサラダ用野菜 として持 ち込 み、栽培

したのが始 まりだ ともいわれてい る。

開拓使 の顧問 であった ホー レス ・ケプロンは、

果樹 や野菜 とともに花卉 を大量 に導入 し、開拓 地

にうるおいを与 えよう としていた。既 に1877(明

治7)年 には、借楽園周辺 にあった札幌官園 には

百種類 もの西洋花卉が揃 ってお り、翌1878(明 治

8)年 には希望者 に種や球根 を配布 し、「花館(は

なやかた)」と呼 ばれ る官舎 まで現れていた とい う

ことで ある。

この頃開拓使 のお雇 い外国人 として札 幌に赴任

した ドイ ツ系アメ リカ人 のル イス ・べ一マーは、

わが国 に リンゴを導入 した功績 が最 も知 られてい

るが、ホ ップな どの工芸作物や、野菜 や花卉、穀

類 な ど多 くの有用 な作物 を短期 間に北海道 に定着

させた立役者で もあった。彼 は園芸家 として も極

め て守 備 範 囲 が広 く、札 幌 に着 任 して す ぐの

1879(明 治9)年 には、開拓使が現在の大通3、

4丁 目(当 時 は火防線)に 設 けた二千坪の花壇 へ

の植栽指導 を行い、た くさんの西洋花卉 を植 えた

とされ て い る。 その 年 の 札 幌 の人[は わ ず か

2,600人 あ まり、 はた して どれだ けの人が その花

を楽 しんだのだ ろうと不思議 に思 うのであ る(写

真1)。

余談にな るが、べ一マー は1884(明 治14)年 の

明治天皇 の北海道巡幸 に際 し、行在所 として建築

された豊平館 と、貴賓接待所 とされ た清華亭のあ

写真1札 幌農学校の北にあった開拓使の温室と栽培

圃場の配置図(北3条 西1丁 目にある札幌パ

ナソニックビルの北側玄関のプレー トより)

る借楽園 にそれぞれ庭園 を造成 してい る。明治天

皇 は楷 楽園の庭 の美 しさをこ とのほか愛 で られ、

咲 き競 う花 を豊平館 まで運 ばせて さらに観賞 した

といわれ るが、 これ こそがわが国におけるガー デ

ニ ングの嗜矢 であったのか もしれない。 これ らの

花 はもち ろんべ一マー によって養成 された西洋花

卉であ るが、 その種類 やデザイ ンまでは伝わ って

いないのが残念で ある。

また、べ 一マー と同 じ船 で札幌 に赴任 したエ ド

ウ ィン ・ダンは、アメ リカか ら船で運んで きた牛

馬 と共 に牧草類 を導入 している ことか ら、 この時

期 に、現在身近 に見 られる帰化植物の うちかな り

の数が、北海 道に定着 していった可能性 が充分 に

考 え られ るのであ る。

過去 にはこの ような歴史 を持 ってい る北海道で

あるが、私 が経験 してきた この三十 数年 の問 に も、

い くつかの大波が押 し寄せて きてい る。

縫 ワイル ドフラワー

ワイル ドフラワー とい う緑化手法 は、十数種類

の草花 の種子 を混 ぜ ることによ り、次か ら次へ と

花 が リレー しなが ら花畑 の景観 を提供 で きるもの

として、1980年 代 の後半 か ら注 目された ものであ

る。主 として道路法面、河川敷やダム湖 畔の緑地

な ど粗 放 管理㈲)が 求 め られ る場 所 で よ く使 わ

れ、私 も1990年 に道路公団が設置 した「北海道の

暫定二車線 区問 における緑化等 に関する研究委員

会」のメ ンバ ー として、当時北 に延伸 していた高

速道路 の暫定二車線用地 の活用法 として、他の手

法 と共 に検討 した こ とがあった(写 真2)。

ワイル ドフラワー による修景(注2)は、当時本州

写 真2ワ イ ル ドフ ラ ワー に よ る修 景 例(道 央 高 速 道

砂 川SA、1989.7.15)

注1粗 放 管理:造 園 的な管 理 に よ らず、 自然 に近 い形 で放 置 し、植 物 を繁茂 させ る管 理 方法。

注2修 景:景 観 に配慮 して、施 設整 備や 植栽 を行 う こと。
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方面の高速道路 では既 にか な りの使 用例 があ り、

東北方面でや られていた飼料作物 の栽培 や、緑化

用樹 木苗木 の育成 用地 として の活 用 な どと とも

に、 その有効性 の比較 を行 った ものであ る。

詳 しい資料 はもう手元 に残 って いないが、当時

主 に出回っていた ワイル ドフラワーの植物 の内訳

としては、次の ような ものが あった と記憶 してい

る。

〈一年草〉

カス ミソウ、ハル シャギク、ベ ニバ ナアマ、 コ

スモス、 ヒナゲ シ、ム シ トリナデシコ な ど

〈宿根草〉

オオキ ンケイギク、 シュッコンアマ、 カ リフォ

ルニアポ ピー(ハ ナビシソウ)、 セイ ヨウノコギ

リソウ、 フラ ンスギク、宿根 ル ピナス、 グロ リ

オサ ・デージー(ア ラゲハ ンゴンソウ)な ど

工法の うたい文句 として、一年 目は主 として一

年草が開花 す ることによ り華やか に修景 し、二年

目は一年草の こぼれ種や宿根草が次々 と開花 して

さ らに華やか さに厚 みが増す。三年 目以 降 は主 と

して宿根草が定着 し、.安定 して花の リレー を続 け

てい くもので あった。

しか し、一年 目は確 かに見事 な景観 を作 るもの

の、二年 目以降 は宿根草 の問で競合が起 き始 め、

結局強健 な ものばか り生 き残 るために、景観的 に

もただの 「荒涼 とした帰化植物畑」 しか残 さない

こ とが多かった。 これ らは、何 ヶ所 かで定点観察

を続 けてあ る程度把握 していたため、私 は当初か

ら懐疑 的な緑化手法 だ と考 えていたが、「殺伐 とし

た景観 にうるおいを与 える もの』 として、 国道法

面や各地の農道整備現場、大規模公園や河川敷 の

緑地 な どで もて はや され、大量 に用い られていっ

た。

このほか単体で用い られた ものに、マ メ科の牧

草 であるバー ズフッ トトレフォイル(セ イヨウ ミ

ヤ コグサ)や クラウ ンベ ッチ(タ マザ キクサ フジ)

があった。1980年 代後半 に、当時 の道路維持業者

が観光地へ の道すが らに花 をいっぱい咲かせ よう

と、定山渓 までの国道法面や支笏湖線 な どのあち

こちにクラウンベ ッチをi播いた ことがあ り、 しば

らく花 を咲かせていた ことが あった。 これ も当時

の新聞記事 で は、美談 として紹介 され る行為 だっ

た ので ある(写 真3)。

現在で は、 この ような緑化手法 によって 「外来

生物」 をば らま くことはほ とん どな くな った もの

の、 当時施工 された場所 やその周辺で は、い まだ

にかな りの植物が しぶ と く生 き残 っている と考 え

られ る。一一年草が定着す ることはほ とん ど考 えら

れないが、宿根草 の中で は、先 に挙 げた ものの う

写真3ク ラウンベッチの生い茂る法面(定 山渓国道

豊滝付近、1989.7.27)

ちセイ ヨウノコギ リソウ、 フランスギク、宿根ル

ピナス、グロ リオサ ・デー ジー(ア ラゲハ ンゴン

ソウ)な どが とりわ け手強い と感 じている。特定

外来生物 に指定 されているオオキ ンケイギクは、

私 はそれほ ど強健 な感 じを受 けていないがはた し

て どうであ ろうか。

私が関わ った現場 の中で特 に印象深い もの とし

て、大雪山国立公園内を通過す る国道273号 三 国

峠 の旧道緑化があ るが、その周辺での これ らの植

物 の動 向を見てみたい。

3.1三 国峠の旧道緑化

道 内の国道 で最高所(標 高1,139m)を 通過す る

国道273号 三 国峠 は、 それ まで冬季 問は通行止 め

になる難所 であったが、い くつかの橋梁 を架 ける

ことによって通年通行 を確保 す るための道路改良

工事が行われていた。私が関わ ったの は、4本 の

橋梁 によって ショー トカ ッ トされ るため、切 り離

され る旧道敷の地形復元 を行 った上で植 生復元 を

行 い、周辺の 自然環境 にな じませ る とい う仕事 で

あった。

採用 した工法 は、当時 まだわが国 に導入 されて

問 もなかった連続長繊維 による補強土吹付工法 を

用いて安定 した基盤 を造成 し、牧草種子 は一切使

用 しないで周囲 の樹林か ら飛来 する種子 を補足す

る とい うものである。 この ような無種子吹付工 は

それ まで全 く行 われていなか った ことか ら、試験

施工 とその追跡調査 によって この方法 の効果 を確

認 した上で、本施工 に こぎ着 けるこ とがで きた。

昨年 の追跡調査 で も、ミヤマハ ンノキやエ ゾマツ、

トドマ ツ とい った この地域 の基調樹種 が順調 に定

着 し、一部 に成績 不良地 がある ものの、結果 的に

は うまくいった もの と考 えている。

この仕事 に関わ ることになってか ら、定期 的に

現地 を訪 れる ことにな り、昨年 も追跡調査 を実施
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したが、三国峠の周辺 を行 き来す る中でや は りワ

イル ドフラワーの影響 を感 じる ことが多か った。

3.2吹 付工に由来するもの

糠平 温泉 を抜 けてす ぐ左 にある大 きな切土法面

には、昔か らアラゲハ ンゴンソウがびっ し り群生

してお り、8月 には真 っ黄色の法面 になって しま

う。観光客 には きれ いな法面 と写 るらし く、 よ く

車か ら降 りて写真 を撮 してい るの を見 かけるほ ど

であ る。 ここも当然国立公園区域 内であ り、 まさ

か これが意図的 に吹 き付 けられた もの とは思 えな

いが、 た また ま種子が紛 れ込 んで増 えていった と

してはあま りに も大規模 で不可思議で ある(写 真

4)。
こうそ う

このような法面には、厚層基材吹付工 とい う、

客土 に種 子や粘着材 な どを混ぜ て ドロ ドロにした

ものを3～5cmほ ど吹 き付 ける工法が行 われ る

が、 この時に用 いる客土 に種子が大量 に紛 れ込 ん

だ可能性 や、別 の現場で ワイル ドフラワーの吹付

を行 った後 ここで吹付 を行 ったために、吹付機 に

付着 した種子が混入 した ものの可能性 な どが考 え

られる。

三 国峠近 く、下か ら三 つ 目にある緑深橋 を過 ぎ

たあた りの法面 には、今 はル ピナスが繁茂 してい

るが、道路改良直後 には一株 だけが法面の肩の と

ころに見 えていた。 その時 はあそこまで法面を上

が るの はつ らい なあ と思 って しまった が、今 と

なってみれば、あの時 に抜 き取 っていれば… と後

悔 す ることしきり。 フランスギ クもかつての旧道

敷 に散見 され たが、昨年 は開花期 ではなかったの

で確認 で きなか った ものの、生 き残 っている可能

性 が高 い。

自然公園 区域内で も、道路管理 区域で は普通 の

牧草 を主体 にした厚層基材吹付工が行われて きた

が、施工直後 の混在植物 の監視 ・抜 き取 りも、今

後は検討 しなければならない課題であろう。

3.3貼 芝に由来するもの

道路工事 に伴って定着 ・拡散 しやすい ものに、

貼芝 に伴 う侵 入がある。 アスファル ト舗装 の端部

には、耳芝 とい うロール芝 を一列貼 って押 さえる

が、 この芝 にかな りた くさんの帰化植物 の混入が

見 られ る。

三国峠の上川側 の道路改良で は、延々 と道路の

両側 に黄色 の帯が出来ていたので思 わず車 を止 め

て確認 する と、 この花 はキバナノ コウ リンタンポ

ポであった。現在で も上川側 の路傍や、 トンネル

の帯広側 な どで もた くさん見 られ るが、施 工直後

だったためにわ ざ と混 ぜたのではないか と疑 う く

らいの混入度でびっ くりした もので ある。

同様 に、当時 か ら峠近 くの 旧道敷 や法 面 に広

が っていた ものに コウ リンタンポポがあ る。 これ

は昨年の調査 時に もかな り花 を咲かせていたが、

旧道敷 が少 しずつ樹林化 してい くことに よって駆

逐 され るものの、現道の方 にも広がって きている

ので、この部分 には残 って しまうと考 え られ る(写

真5)。

1993年 当時 か ら目立 って いた もの に トゲ ナ シ

ムグラ(異 名 カス ミムグラ)が ある。既 に松見橋

下 の旧道敷 にはかな り広 がっていて、名前が分 か

らなか ったので一株持 ち帰 り、 しばら く栽培 して

いたが、 どん どん増 えそ うだったので数年後 に処

分 した記憶 があ る。 同 じ場所 にはヒ トフサニワゼ

キシ ョウがた くさん生 えていたが、 この部分 は樹

林化 が遅 れているので、 これ らは今後 もしぶ とく

生 き残 ってい くことで あろう。

これ らの植物やセイ ヨウタ ンポポ、 ブタナな ど

は、決 してワイル ドフラワー として吹 き付 け施工

される ことはなか ったが、結果 として見事な 「お

花畑」 を形成 しやす く、観光客 には美 しい景観 と

写 真4法 面 を覆 い尽 くす ア ラ ゲ ハ ン ゴ ン ソ ウ(国 道 写 真5峠 近 くの 法 面 に は コ ウ り ン タ ンポ ポ が 密 生

273号 糠 平 付 近 、2005.8.13)(国 道273号 三 国 峠 付 近 、2009.7.30)
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写るらしい。今後 は自然公園区域であるなしにか

かわらず、土工芝の品質管理を徹底し、芝からの

拡散を防止する方策を講ず る必要があると考 えら

れる。

灘 ガーデニングブーム

もう一つ の大 きな波 は1990年 代半 ばか ら大 き

な動 きになったガーデニ ングブームではないだろ

うか。1990年 に大阪 で開催 された国際花 と緑 の博

覧会(花 の万博)以 来、身近 な所 に花 を植 えて楽

しむ活動 は盛 んになって きたが、1992年 に創刊 し

た雑誌 「BISES(ビ ズ)」 は、花 を楽 しむ ライ フス

タイル を提 案 して きた こ とに よ り、1997年 には

「ガーデニ ング」とい う言葉 で流行語大賞 を受賞 し

てい る。

ガーデニ ングブーム には、バ ラや クレマチス と

い った植物 の流行 な ど、い くつ もの要素が あるが、

若い女性 が園芸 に入 るきっか けを提供 したハー ブ

の流行 と、イ ング リッシュガーデ ンへのあ こがれ

を具体 化す るための宿根草の活用が と りわけ大 き

か った と感 じてい る。

4.1八 一ブ類

私がハー ブ類 に興 味 を持 ったのはか な り古 く、
一番 古い本 は1976年 頃 に東京 の洋書店 で買 い求

めた ものであるが、当時 はまだ国内にはハー ブ類

の本 はほ とん ど出回っていなかった。1979年 に出

た 「ハ ーブの本 」(文 化 出版局)が 国内の本で は古

い ものであ るが、内容 はほ とん ど料理 の本 であ り、

1987年 の 「ハー ブ:新 来 の香草 たち」(朝 日新聞

社)あ た りで ようや く植物 としてのハーブ全体 を

網羅す るような体裁 になっている。 また この頃に

は、植物材料 も種 子や苗 で豊富 に出回 るようにな

り、園芸 の一 ジャンル として定着 して きてい る。

ハーブ とは どの ような ものか、わが国の先駆者

であ る高橋良孝氏 は著書の中で次の ように書いて

い る。「ハー ブは本来 、はっき りとした定義が ない

た め、時代 と地域 によってい ろい ろと解釈が され

てきました。 しか し、 もともとは、地 中海沿岸地

方 の人々が、古代か ら利 用 して きた植物で、香料、

料理、薬、染料 に、 ときには神様や悪魔払 いに捧

げた りす るた めに使 われていま した。 これ らの植

物 の うちで、比較的作 用の穏やか な葉や花の部分

をHerbと 呼 ん だ のが、今 日のハ ーブの 由来 で

す。」

ハー ブには様 々な物質が含 まれてい るが、 これ

らが薬用や香料 の成分 となって私たち に利 用され

てい る一 方 で、極 め て強 い他感 作 用(ア レ ロバ

シー)(注3)を持 って い る もの が多 い こ とが知 られ

て きている。私たちが栽培 する宿根性のハーブ類

には、他 の植物 を押 しの けて どん どん広が ってい

くものが結構 あ り、他の植物 の生育 を阻害す る物

質 を放 出 している可能性 が高い。

この ような特性 を持 ったハーブ類が、周囲の 自

然の中に逸 出 してい くとどんな ことになるか、札

幌 にある円山動物 園の現場で見てみ よう。

4.2円 山動物 園の森のガー リックマスター ド

入場者の減少の著 しかった 円山動物 園 は、2006

年 に再生のための基本構想 を策定 し、「人 と動物 と

環境 の絆 をつ くる動物 園」 を基本理念 に、理念実

現 のための三つの行動指針 を示 している。その一・

つである 「生物多様性 の確保 に向けた行動」 を実

現 す るために、北海道の野生動物復元 プロジェク

トを進 め ることにな り、動物 園の敷地 内のあった

未利 用地 を活用 し、オオム ラサキやニホ ンザ リガ

ニ な どが生育 で きる環境 を取 り戻 すための森づ く

りを行 うこ とに した。 これが 「円山動物 園の森」

で ある。

2008年 に園路や水 路 の整備 工事 を行 った後、

2009年 か らボランテ ィア30名 を募集 し、森 の手

入 れ とガイ ドのための学習 を行 っている。私 は基

本構想 の検討委員 として関わったのち、各方面の

専 門家 か らなる円山動物 園の森協議会 のメンバー

として、主 としてボランテ ィアの指導 を行 ってい

るが、 まず最初 に取 り組 まなければな らなか った

のは、既 に森 に侵入 してい る様 々な帰化植物 の駆

除で あった。

エ リア内 にあ る約200種 の植物の うち、約40%

が帰化や導入 された植物 であ り、特定外来生物 で

あ るオオハ ンゴンソウや駆除 の難 しいイ ワ ミツバ

な どとともに、極 めて危 険な植物 としてガー リッ

クマスター ド(/1〃 αγ1αカ〃o∠磁)と い う植物の存

在 に気付 いたので ある。 この植物 は既 に森 の整備

が始 まる前 か ら存在 は知 られ て いたが、珍 しい

ハー ブの一種 だろ う程度の認識 しか していなか っ

た(写 真6)。

私が よ く使 う「ハーブの写真図鑑」(日 本 ヴ ォー

グ 社)で は、正 式 名 は ジャックバ イ ザ ヘ ッジ

(Jack-by-the-Hedge)と なってお り、「二年生、ま
さや

たは多年生 の草本で、葉、 白い花、細い英、根 、

注3他 感 作 用(ア レロパ シーAllelopathy):あ る植物 が他 の植 物 の生成 を抑 える物 質 を放 出 した り、 あ るい は動物 や

微生 物 を防 いだ り、 あ るい は引 き寄 せ た りす る効 果 の総称 。
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写 真6動 物 園 内 に 密 生 す る ガ ー リ ック マ ス ター ド

(円 山動 物 園 内 、2008.6.18)

いずれ もニンニ クの においがする。用途 は、緑色

の泰 は油で揚 げ、っぶ した種子 は薬味 にす る。葉

は、料理 にニ ンニ ク風 味 を添 える。葉のお茶 は血

液浄化作用が ある。花 の咲 いている株 は、去疾 、

殺菌 、興 奮、抗喘息作用 があ り、寄生虫 を駆 除 し、

傷 の癒合 を助 ける。パ ップは皮膚 の切 り傷 を治 し、

汁液 は血行 を促進す る。」 と解説 され ている。

二年草 だか ら、駆 除す るのはそれ ほ ど難 し くな

いだ ろうと考 えていたが、少 し詳 しい情報 はない

か とネ ッ トで調べ て い る と、「ガー リック ・マス

ター ド(ハ ー ブ)が 他 の植物 や樹木 を殺 しつつあ

る一カナダの研究」 とい うショッキングな情報 が

出て きてびっ くりしたのである。 なお、 この情報

を掲載 している農業情報研究所 というサイ トは、

国立 国会図書館の調査局 を定年退官 した方が一人

で運営 している もので、 目的 として 「グローバ リ

ゼーシ ョン とそれ に伴 って生起す る農業 ・農村 ・

食料 ・食品や地球温暖化 ・それ と関連 した 自然災

害 ・化学物質汚染 ・自然 と生物多様性の破壊 ・感

染症蔓延 な どの環境 に関す る諸問題 に関す る主 と

して海外 の最新 情報 を提供 しよう とす る もので

す。」 とされてい る。

ガー リックマスター ドの根 か らは、かな り強力

な殺菌作 用 を持 った物 質 が出 され て お り、抜 き

取 ったあ とも長期 間その物質が残存 し、長 く他 の

植物 の生育 を著 し く阻害 する という危険性 を持 っ

ている というこ とであった。 ヨー ロッパか らアメ

リカ大陸 に侵入 し、カナダか らアメ リカ にかけて

の広 い範囲で大 きな問題 を引 き起 こしてい るとい

う。

「円山動物園の森」 は円山原始林 に接 してお り、

こんな植物が原始林 に侵入 してしまえば、 この山

の自然 を保護 して きた宮部先生 を初 め とす る先人

に申 し訳ない と、ボラ ンテ ィアを総動員 した抜 き

取 りを行 う とともに、動物園 の職員 も就業 時間の
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前後 に抜 き取 り作業 を継続 して きてい る。 ここま

で2シ ーズ ンの抜 き取 りを行 って きたが、埋土種

子が相当残 ってい るせ いか、依然 として減 る気配

を見せていない。生育状況 はほぼ純群落状 にな り、

抜 き取 った跡 には何 も生 えてい ない のが恐 ろ し

い。 この まましば ら く裸地状態が続 くのか観察 し

ていきたいが、アメ リカや カナ ダの国立公 園で問

題視 してい る理 由が分 かる気がす る。ただ幸 いな

ことに動物園の敷地 か らはほ とん ど出ていない よ

うなので、何 とか この まま駆除 を継続 して撲滅 さ

せ て しまいたい と考 えている(写 真7)。

なお、生物のア レロパ シー検定 に詳 しい農業環

境技術研究所の研究者 に検体 を送 り、分析 をして

いた だいた ところ、やは り根か ら出 る物質 には、

セイタカアワダチ ソウ よりもはるか に強い生育 阻

害作用が あるこ とが分 かった(藤 井義晴氏:私 信

より)。

強精作用が あるサプ リメ ン トとして人気 が出て

きている 「マカ」 は、ア ンデス原産のアブラナ科

の植物で あるが、 これ を一度植 えた畑で は数年 間

他 の植物 を作 ることがで きない とされてい る。 こ

れは土壌の栄養分 の問題 ではな く、ガー リックマ

スター ドと同 じ主成分 を持 っているこ とが関係 し

ているのか もしれない。

動物園で は、動物 たちに新鮮 な餌 を供給 す るた

め、小 さな畑 を作 って様々 な植物 を栽培 していた

ことが あ り、 この種子 に混 じって侵入 して きた可

能性が高いが、今 で もネ ッ ト通販で1袋250円 程

度で売 られてい るこのハ ーブが、 こんなに恐 ろ し

い性 質 を持 って い る とは誰 も考 え ない だ ろ う。

様々 な化学物 質 を体 内に持 ってい るハーブ類 は、

や は り要注意な存在 である と肝 に銘 じる必要が あ

る。

写 真7ボ ラ ン テ ィア に よ る抜 き取 り作 業(円 山動 物

園 内 、2009.5.16)



4.3宿 根草類

ガーデニ ングブームの中で、扱 われる植物 に大

きな変化 が現 れる ことになったの は、宿根草 の活

用で ある。私 は四国で生 まれ育ち、物心 の付 いた

頃か ら植物 い じりが大好 きだ ったが、北海道 に来

てみる とや っぱ り植物や扱 い方が決定 的に違 うこ

とに気がついた。大学 の圃場 に作 られていた宿根

草 主体 のボーダー花壇(注4)を見 た時 に、 こうい う

気候 では この ような植物 を こんな風 に植 えるのか

と、新鮮 な驚 きを覚 えた もので ある。

私が設計 した最 も大 きな公園 は、国営滝 野すず

らん丘陵公園内 にあるカ ン トリーガー デンであ る

が、 ここには大規模 な宿根 ボーダー花壇 をた くさ

ん作 っている。これ を設計 していた1997年 当時 に

は、肝心 の宿根草 の苗が国内では充分 に調達で き

ず、一部 を輸入せ ざるを得なかった。 まだ市場 に

流通 させ るだけの生産体制 が伴 わなかった という

よ り、需要その ものが まだ少なかった とい うこと

で あろう(写 真8)。

現在で は、 まさにガーデンアイラン ド北海道 の

名前 にふ さわ しいほ ど、十勝 に紫竹ガーデ ン ・千

年 の森、上川 には上野 フ ァーム ・風のガーデ ン、

札幌近郊 にはゆにガーデ ン ・銀河庭園 ・イ コロの

森 ・K'sGardenな ど、全 国か ら観光客 が集 まる

ガーデ ンがた くさん立地 し、いずれ もが宿根 ボー

ダー花壇 を売 り物 にしてい るのが特徴 である。 ま

たオープ ンガーデンスタイルの公 開された個人庭

園 も、全道各地 に無数 に生 まれてお り、バ ラや宿

根草 を主体 とした庭づ くりを行 ってい るのが北海

道の特色 になってい る。

これ を支 えてい るのが道 内 にあ るた くさんの

写 真8宿 根 ボ ー ダ ー花 壇 は と て も人 気 が あ る(滝 野

公 園 、2002.7.27)

ナーセ リー(注5)で、最 も積 極 的 に多品種 の生産 を

行 っている ところで は、毎 年種子 か ら育成 してい

る数が(種 や品種合 わせ て)、 宿根草約400種(プ

ラス在庫 が約400種)、 一年草約600種 、パ ンジー

類 約200種 、野菜類約200種 の、計1,400種 もの

種類:を生産 している。他のナーセ リーを合わせれ

ば、宿根草 だ けで も千種 を超 える種類 が道 内に出

回ってい ると推測 され る。
一方で、道内の帰化植物 を整理 した 「北海道帰

化植物便覧2000年 版」(五 十嵐,2001)を 見 る と、

実 にた くさんの園芸植物が逸 出帰化 してい ること

が分か るが、 これ らはかな り古 いタイプの園芸植

物 であ り、現在流通 している千種 に もお よぶた く

さんの宿根草 について はまだほ とん ど記載 されて

いない。この とりま とめか ら約10年 経過 してい る

現在 、道 内各地 のガーデ ンや個人庭園 に、膨 大な

数の新顔 の園芸植物が植 えられて きている ことを

考 えると、近 い将来 これ らの宿根草 の中か ら、新

た に逸出 ・拡散 してい くものが相 当数 出て くる こ

とは充分予想 されるので ある。

最後 に、かつて観賞用植物 として導入 された も

のが、今や特定外来生物 に指定 され るまで猛烈 に

繁殖 し、 それ を除去 する取 り組 みが始 まってい る

ことを報告 してお きたい。

4.4円 山公園内でのオオ八 ンゴンソウの駆除

動物 園に関わ るようにな ってか ら、杉林 の中 を

抜 ける木道 を通 る機会が増 えたが、道すが らとて

も気 になった ことがオオハ ンゴンソウの急激 な増

加で あった。

ここは2004年 の台風18号 による倒木被害が ひ

どか った ところで、完全 に諺閉 していた林冠が あ

ち こちで ぽっか りと空 いて しまい、林 内 によ く陽

が当たるようにな ってか ら変化が現れ始めた気 が

す る。 円山川の向 こう側 、つ まり原始林 と接 して

い る区域 に もか な りの群落 が各所 に形成 され、 こ

の まま放置 するのは とて も危 険な ことだ と考 えて

いた。

オオハ ンゴ ンソウは観賞植物 として明治 中期 に

導入 され、現在 ではやや冷涼な北 日本 を中心 に各

地で野生化 している。 同じ仲間のアラゲハ ンゴン

ソウがやや乾燥 した法面 な どを好 むの に対 し、 オ

オハ ンゴンソウは湿 り気 のある側溝内や防風林 の

林床 な どを中心 に道内各地 にはび こり、お盆 を過

ぎる頃 に各地 を走 れば、全道 どこにで も生 えてい

注4ボ ー ダー花壇:塀 や建 物 の外壁 な どに沿 って、細 長 く花壇 を作 り、 背 の低 い種 類 か ら背 の高 い植 物 へ と立体 的 に

花 を咲 かせ て い くもの(宿 根境 栽花 壇)。

注5ナ ーセ リー:nursery、 苗 木や 種苗 の育成 場 の こ と。

44



る と言って もいい くらいの繁茂 ぶ りを示 してい

る。 国立公園 内や湿原な どに侵入 し、在来種 を圧

迫 しつつ ある ことか ら、特定外来 生物(醐 の第一一

次指定 に含 まれた植物 であ る。

円山公園 を管理 している働札幌市公園緑化協会

では、2008年 よ り園芸 ボラ ンティアの養成 のため

の 「さっぽ ろ緑花 園芸学校」 を開校 してい るが、

その生徒 を対 象に した現地見学講 習で この場所 を

視察 した折 り、「公園管理 は、ただ芝 を刈 った り清

掃 をす るだけでな く、 その価値 を高 める努力や劣

化 させない努力 も必要 な時代 になってお り、 こん

な状態 を放置す るの は大変問題 だ!」 との指摘 を

した。 これ に対 し、公園事務所 では早速 「円山川

林床植物 回復作戦」 と名付 けた活動 を開始 し、公

園内の円山川谷筋に はび こるオオハ ンゴンソウの

駆除 を行 う とともに、市民 に も 「協働 オオハ ンゴ

ンソウ抜 き とりの 日」 を呼 びか け、 ボランテ ィア

を募 った。

オオハ ンゴ ンソウは特定外来生物 なので、 その

抜 き取 りや処 理 に は環境 省 への 申請が必 要 とな

り、札幌市 内では初 めての駆 除の認定作業 となっ

たが、2008年9月13日 には30名 近 くの ボ ラ ン

テ ィアが参加 し、第一回 目の抜 き取 りを行 った。

2009年 も同様 の呼 びか けを行 い、さ らにた くさん

のボランティアの手 に よって、谷筋のオオハ ンゴ

ンソウをほぼ抜 き取 る までに至 ってい る。同様 の

作業 は、川の上流 の 「動物園の森 」で も実施 され

てお り、時間はかかる ものの、着 実にオオハ ンゴ

ンソウの脅威 を減 らしてい くことがで きる もの と

考 えている(写 真9)。

この作業 を行 ってい ると、木道 を通 る人が 「な

写 真9ボ ラ ン テ ィア に よ る抜 き取 り作 業(円 山公 園

木 道 付 近 、2009.8.30)

んで こんなに きれ いな花 を抜 き取 って しまうので

すか?」 とい う質問 をた くさん受 けた。集 まった

ボランティアにして も、 これ まで この花が外来種

である ことす ら知 らなかった という人が少なか ら

ず いた ことも事実である。

数 日後 この作業 が新聞 で報道 されたあ と、札幌

市 などに 「ぜひ家 の回 りで も抜 き取 りを行 いたい

が、どうすれ ばよいのか?」 「来年 もや るのであれ

ばぜひ参加 したい」 といった問い合 わせが あった

とい う。 まだ まだ外来種の問題 が一般 に知 られて

いない ことを痛感す る とともに、 きちん と情報 を

公開 していけば、少 しずつで も関心 を持 った人が

増 えて くる とい う希望 を持 てた取 り組 み であっ

た。

黛 おわりに
園芸植物 は、私 たちの暮 らしに数々の恩恵 を も

た らすために、北海道開拓の始 ま りとともに外国

か ら大量 に導入 され、以降 も様 々な形 で導入が続

けられて きている。 しか しなが ら、 それ によ り栽

培 された ものの中 には、周辺 の自然生態系の中に

逸 出帰化 し、問題 を引 き起 こしている ものが少な

くない。

既 に問題 を起 こしている植物 に対 して は、外来

生物法 によってその対象が設定 された り、取 り扱

い方法が定 め られているが、 その予備軍 と言 うべ

きた くさんの植物が既 に私たちの回 りには満 ちあ

ふれてお り、なおかつ無警戒の状態 で海外か ら導

入 され続 けている現実があ る。

この ような状況 に対 し、生物多様性の観点か ら

危険性 の判定 を行 った り、導入 に歯止 めをか けよ

うとす る動 きは、 よ うや く緑 化事 業 にお いて始

まった ばか りであ る一方、個人が楽 しむ園芸 のレ

ベルで は、 まだ全 く行われていないのが現状で あ

る。 この ような現場 に身 を置 くもの としては、円

山動物 園におけるガー リックマスター ドの駆除の

ように、自 らが関わ る場所 での対応がで きた とし

て も、関知 していない ところで もっ と危険な状況

が起 きている可能性 は否定 で きない とい う歯 がゆ

さが ある。

いずれ は園芸植物 を扱 っている業界全体 で、海

外か ら導入す る植物 の取 り扱 いについてのガイ ド

ラインを設定 し、輸入規制 をか けてい くことにな

るだ ろうが、 インター ネッ トを経 由 して簡単 に海

注6特 定外 来 生物:日 本 在 来 の生物 を捕食 した り、生 態系 を損 ねた り、 あ るい は人 や農 林水 産業 に被 害 を与 えた りす
る恐 れが あ る と して、外 来生 物法 に よ りその飼 養 ・栽培 ・保 管 ・運搬 ・輸 入等 が規 制 され

、 また防除 され て い る
外 来生 物。
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外 か ら種子が導入 で きる時代 に、 はた して どれだ

けの実効性が期待 で きるか、 はなはだ心許 ないの

は確かで ある。

しか し、手 をこまねいている余裕 はない。既 に

身近 にあるもの については、様々 な角度 か ら研究

が進 め られて きてお り、 アレロパ シー検定 や遺伝

子分析、分布情報 な どについて も情報 が蓄積 され

て きている。 これ らの情報 を分か りやす く整理 し

て、 どの植物 にどんな リスクが あるのか を様々 な

機会 に提供 してい くことが大切で ある。 で きるこ

とか ら少 しずつで もや り続 ける こと、 これが国際

生物 多様性 年(注7)に当た って私 たち に求 め られ て

いる ことで はないだ ろうか。
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